
平成２３年９月２０日

公立大学法人島根県立大学

平成２２年度財務諸表の概要について

このたび、公立大学法人島根県立大学は、平成２２年度の財務諸表等が平成２３年８月２３日、

島根県知事の承認を受けましたので、公表します。

今回の決算は、公立大学法人化後第４期目となる決算であり、財務諸表は、企業会計原則に準拠

しつつ、公立大学法人特有の会計制度を加味した「地方独立行政法人会計基準」に基づき作成した

ものです。

１．財務諸表 （単位：百万円）

２．決算の概要

○貸借対照表は、法人の財政状態を表示しています。

（増減状況）減価償却累計額の増等により資産が減少。固定資産見返運営費交付金等の増等に

より負債が増加。当期未処分利益の減等により純資産が減少。

○損益計算書は、法人の運営状況・経営成績を表示しています。

（増減状況）退職手当の増等により経常費用が増加。運営費交付金収益（退職手当分）の増等

により経常収益が増加。その結果、当期総利益が減少。

○収支決算は、法人予算に対する実績を表示しています。

（増減状況）運営費交付金収入（退職手当分）の増等により収入計が増加。退職手当の増等に

より支出計が増加。その結果、収支差が減少。

○剰余金の額は、５百万円となりました（繰越事業費５百万円）。なお、旧ＮＥＡＲ財団寄附金

債務振替及び目的積立金取崩を当初計画並みに実施した場合には、剰余金が約６４百万円上乗

せされることが見込まれました。

○法人財務運営の指標としている自己財源比率については、４５．４％に上昇しました。

（Ｈ２１：４５．１％、Ｈ２０：４４．５％、Ｈ１９：４３．９％）

区分 項 目 Ｈ２２ Ｈ２１ 差 引

貸借対照表 資産 １６，１２３ １６，２９６ ▲１７４

負債 ２，４６５ ２，４５１ １４

純資産 １３，６５８ １３，８４６ ▲１８８

当期未処分利益 ５ １１７ ▲１１２

損益計算書 経常費用 ２，９０３ ２，７０３ １９９

経常収益 ２，８８７ ２，８２０ ６７

当期純利益(損失) ▲１６ １１７ ▲１３３

当期総利益 ５ １１７ ▲１１２

収支決算 収入計 ３，１２８ ３，１０１ ２７

支出計 ３，１４６ ３，００３ １４３

収支差 ▲１８ ９８ ▲１１６

自己財源比率とは、支出決算額に対する自己財源（収入決算額から運営費交付金を除いた額）
の比率をいう。

※ただし、収入・支出それぞれから奨学費、退職手当、特殊要因経費補助金、学校共済共済費法人負

担相当額を控除。


